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あらまし：本研究では，外国人日本語学習者向けに ChatGPT を活用した日本語作文トレーニングの効果

を検証する．ChatGPT を日本語に適応し，学習者の言語レベルとニーズに合わせたトピックを提供する実

証実験を行う．学習者は ChatGPT と対話し，リアルなフィードバックを通じて日本語の表現力と論理展

開を向上させることを目指す．トピック設定やフィードバックの質の影響を評価し，新しい学習手法の実

用性を明らかにする．本研究の成果は，外国人日本語学習者が実践的な方法で作文スキルを向上させる手

段となり，言語教育分野に新たな展望を提供することが期待される． 
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1. はじめに 
伝統的な学習手法では，言語の正確さに焦点を当

てることで，学習者が新しい表現を試みる可能性が

低くなる（趙 2020）．これによって得られるスキル

は抽象的であり，まだ実際名古屋に勤めている日本

語教育現場の先生とのインタビューで，その方は「今

現在の作文トレーニングは，日常のコミュニケーシ

ョンや実用的な文書の作成に直結しづらいという問

題があった」とおしゃった． 
その一方，TB Brown（2020）によると，ChatGPT

は少ないサンプルでも学習が可能なモデルであるこ

とを示唆しており，自然言語処理技術の進歩が言語

学習への新たな可能性を切り開いている．特に，

ChatGPT のような大規模な言語生成モデルは，自然

な対話を模倣できるだけでなく，学習者との対話を

通じてリアルな言語使用の場面を提供できる． 
加えて，外国人日本語学習者が直面する課題の一

つは，平田（2006）によると，外国人日本語学習者

が実際に日本で日本語を使ってみると自国で学んだ

こととは相違があったり，間違いを訂正されないま

ま身についてしまったことなどが影響して，日本の

大学で勉強しているわりには日本語が伸びないとい

う問題だと述べている．いわゆる，習得した知識を

実際のコミュニケーションや文章作成にどれだけ効

果的に応用できない．単語や文法の理解だけではな

く，それを活かして自らの意見を述べ，他者とコミ

ュニケーションを取るスキルが必要である．従来の

学習手法では，このような実践的なスキルの習得が

難しく，学習者は日本語を単なる教科書の知識とし

て捉えてしまう傾向があると考えられる． 
近年の言語生成モデルの進化により，ChatGPT は

従来のような単なる応答生成モデルを超えて，特定

のトピックに沿った具体的な指導やフィードバック

を提供できるようになって，この進歩は，学習者に

対してより効果的で適切なトレーニングを提供する

可能性を秘めているだろう． 
以上の背景から，外国人日本語学習者にとって，

より効果的な作文スキルトレーニング環境を構築す

るために，ChatGPT を活用した実践的な日本語作文

トレーニングの研究が意義深いものとなると期待す

る． 
 

2. 先行研究 
2．1．「ChatGPT を活用したエッセイライティング学

習の検討」 

外山(2023)は，英会話のロールプレイ学習や英文

エッセイの添削・改善提案を通じたエッセイライテ

ィング学習において，ChatGPT の活用が一定の効果

を示し，更に進んで，IELTS（留学・就労・移住の

ための英語能力測定試験）の採点者による評価と比

較することで，ChatGPT を活用した学習システムの

有用性や評価の正確性を検証した．ChatGPT が言語

学習に役立つことを示した． 
 

2．2．「大規模言語モデル ChatGPT を活用した翻訳ト

レーニングと外国語教育」 

山田（2023）によると，ChatGPT は，学習者の習

熟度に合わせた，複数の英文バリエーションを提供

できるため，Good Model として学習スキームを最適

化できる．英語教育（学習）にメタ言語を取り入れ

ることは，言葉に対する問いを立てる能力の涵養に

繋がり，ChatGPT のような対話型インターフェース

では，自律的な学習を促進すると述べ，ChatGPT を

用いた言語学習ツールを提示した（山田 2023）． 
 

2．3．「AI を活用して英語論文を作成する 日本語話

者にとっての課題とその対策」 

柳瀬（2023）は，英語論文の作成において AI を
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活用する際には，AI が苦手とする領域においては人

間が最良の結果を出すことが不可欠であるという基

本的な考え方に基づき，日本語話者が果たすべき役

割について述べた．将来においても AI は急速に進

化し続けるでしょう．AI が得意な領域と人間が得意

な領域を明確にし，双方がお互いに補完しながら作

業を進めることがますます重要になると思われ，

ChatGPT を用いた作文トレーニングの可能性を示し

た（柳瀬 2023）． 
以上の先行研究で得られた知見を踏まえて，本稿

では，外国人日本語学習者を対象とした ChatGPT を

用いた日本語作文トレーニングに関する研究方法等

を、以下で述べていく。 
 

3. 研究方法 
3.1 研究計画対象の選定 
国籍と関わらず，名古屋にある日本語学校の初級，

中級，上級クラスから各 4 名と，既に大学へ入学し

た外国人大学生 4 人を対象とする． 
3.2 アンケート調査 
調査対象に実験前と終わった後に二回アンケート

調査を実施する．アンケート項目については，

「ChatGPT の利用経験」などである。 
3.3 トピック設定 
トピックは全部日本語学校で使っている教科書か

ら選定する．全部で 4 つを選定し，週 1 回，合計 1
が月で実行する． 
3.4 実証実験 
上記の調査対象をChatGPTを用いた日本語作文ト

レーニング組とChatGPT使わない組でグループに分

ける．各グループに初級クラス 2 名，中級クラス 2
名，上級クラス 2 名と大学生以上レベルの学習者を

2 名で人員を配置する．ChatGPT を利用する組に

ChatGPT プログラムを提供し，1 が月でトレーニン

グする． 
3.5 評価と分析 
作文の質，トピックに対する適切な反応を各自

ChatGPT と教員から毎回評価する事と，学生にフィ

ードバックの有効性などを評価してもらい，

ChatGPT を活用したトレーニングの効果を定量的・

定性的に分析する． 
 

4. 期待される結果 
4.1 作文スキル向上 
学習者がChatGPTとの対話を通じて実践的な作文

トレーニングを行うことで，日本語の表現力や論理

的な展開が向上することが期待される． 
4.2 リアルな対話体験通じて言語能力向上 

ChatGPT の言語生成技術を活かした対話により，

学習者はリアルな日本語コミュニケーション体験を

得ることができ，日常生活やビジネスでの応用能力

が向上するでしょう． 
4.3 個別化されたフィードバックで独学力の向上 

ChatGPT が提供する個別化されたフィードバック

により，学習者は自身の課題や強みを把握しやすく

なり，具体的かつ効果的な改善が期待できるだろう． 
4.4 学習の効率向上 

ChatGPT を活用したトレーニングは，従来の学習

手法に比べて効率的であり，短期間でのスキル向上

が期待される． 
4.5 新たなトピックで新知識の獲得 

ChatGPT が多岐にわたるトピックに対応できるた

め，学習者は幅広い分野での作文トピックに挑戦し，

新しい知識や表現方法を獲得できるでしょう． 
4.6 自主学習の促進 

ChatGPT を活用した学習は自主学習の推進に寄与

し，学習者が自ら興味を持ったトピックで積極的に

学ぶ姿勢が期待される． 
これらの予想結果により，外国人日本語学習者は

より実践的かつ効果的な方法で日本語作文スキルを

向上させることができ，ChatGPT を活用したトレー

ニングが新たな言語学習手法としての可能性を示す

ことが期待されるでしょう． 
 

5. まとめ 
本稿では，学生発表会の場において，今後，筆者

が取り組む研究計画について紹介し，その研究方法

や実証実験などを述べた．今後，本研究を進めてい

き，実証実験や分析と評価を行うことで，本稿で示

したような期待される結果が得られるのかを検証し

ていく。 
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